
安
井
真
祐
は
、
徳
川
儒
教
思
想
史
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
の

（
１
４
）

一
人
で
あ
る
。
彼
は
、
も
と
仏
教
の
僧
侶
で
あ
り
、
や
が
て
還
俗
帰
儒
し
て
仏

教
批
判
を
行
な
っ
た
。
彼
が
、
中
江
藤
樹
「
孝
経
啓
蒙
」
真
祐
本
の
筆
写
人
で

あ
る
と
す
る
と
、
彼
の
儒
教
と
の
か
か
わ
り
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
筆
写
時
の

万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
ま
で
は
遡
り
得
る
。

真
祐
は
、
和
刻
本
「
朱
子
語
類
大
全
」
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
刊
の
九
十

巻
以
下
、
そ
し
て
和
刻
本
「
周
張
全
書
」
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊
の
加
点

者
で
あ
る
。
こ
う
し
た
仕
事
は
、
日
本
に
お
け
る
宋
学
の
受
容
に
お
い
て
重
要

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
、
彼
は
還
俗
帰
儒
し
た
。
還
俗
後
の
仏
教
批
判

も
重
要
な
思
想
史
的
意
義
を
持
つ
。
彼
の
著
し
た
二
つ
の
仏
教
批
判
書
、
「
非

火
葬
論
」
（
貞
享
二
年
三
月
自
序
、
一
六
八
五
）
と
「
帰
正
漫
録
」
（
元
禄
二
年

九
月
自
序
、
同
年
十
月
自
敵
、
一
六
八
九
）
は
、
か
な
り
流
布
し
た
。

本
稿
は
、
徳
川
儒
教
の
思
想
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
一
環
と
し
て
、
安

井
真
祐
の
仏
教
批
判
を
考
察
し
、
彼
の
思
想
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す

一
、
は
じ
め
に 安

井
真
祐
の
仏
教
批

ｌ
「
非
火
葬
論
」
を
中
心
に
Ｉ
判

「
非
火
葬
論
」
の
執
筆
目
的
は
、
次
の
自
序
に
明
ら
か
で
あ
る
。

予
が
生
や
、
不
幸
に
し
て
父
母
を
火
化
す
、
晴
、
悲
し
ひ
哉
、
羅
泌
が
原

焚
を
読
む
毎
に
、
涕
涙
禁
ぜ
ず
、
是
に
於
て
倭
字
非
火
葬
論
一
篇
を
作
り

て
、
以
て
愚
昧
の
輩
に
論
ぐ
、
庶
幾
く
は
風
俗
の
万
一
に
碑
け
有
る
こ
と

を
、
或
ひ
と
の
曰
く
、
諸
れ
を
己
に
無
く
し
て
后
諸
れ
を
人
に
非
と
す
、

子
何
ぞ
之
を
非
と
す
る
こ
と
を
得
ん
、
曰
く
、
人
嘗
て
毒
に
中
る
者
有
り

て
、
入
必
ず
其
の
物
を
食
ふ
こ
と
莫
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
、
予
得
て
何
ぞ

黙
さ
ん
、

貞
享
乙
丑
暮
春
退
院
執
筆
（
原
漢
文
）

真
祐
は
、
父
母
を
火
葬
に
し
た
自
ら
の
「
不
幸
」
を
人
々
が
味
わ
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
火
葬
を
非
と
す
る
論
説
を
著
し
て
人
々
に
告
げ
、
風
俗
の
助
け

に
す
る
と
い
う
。
「
非
火
葬
論
」
の
目
的
は
、
火
葬
の
批
判
で
あ
り
、
火
葬
の

る
も
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
る
主
な
材
料
は
和
文
の
「
非
火
葬
論
」
で
あ
る
。

（
２
）

「
帰
正
漫
録
」
（
原
漢
文
）
に
つ
い
て
は
必
要
な
言
及
に
と
ど
め
る
。

二
、
「
非
火
葬
論
」
の
成
立 高

橋
文
博
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習
俗
の
廃
絶
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
彼
は
、
火
葬
の
成
立
要
因
を
仏
教
に
承
る

か
ら
、
火
葬
批
判
は
仏
教
批
判
を
不
可
欠
と
す
る
。

気
に
な
る
の
は
、
真
祐
が
親
を
火
葬
に
し
た
自
分
を
不
幸
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、
彼
の
火
葬
批
判
の
中
心
的
な
論
拠
は
孝
で
あ
る
。
彼

が
、
親
を
火
葬
に
し
た
自
分
を
不
孝
で
な
く
不
幸
と
す
る
こ
と
は
、
彼
の
思
想

の
性
格
に
関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
後
に
ふ
れ
た
い
。

ま
た
、
「
非
火
葬
論
」
の
目
的
が
、
火
葬
の
体
験
と
反
省
と
い
う
個
人
的
次

元
に
発
し
な
が
ら
も
、
風
俗
・
習
俗
の
改
変
と
い
う
社
会
的
次
元
に
あ
る
こ
と

も
注
意
し
た
い
。
社
会
的
次
元
へ
の
関
心
が
「
非
火
葬
論
」
に
強
く
働
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

な
お
、
「
非
火
葬
論
」
の
読
者
を
．
「
愚
昧
」
と
す
る
の
は
、
誤
っ
た
習
俗
を

遵
守
す
る
人
々
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
「
非
火
葬
論
」
が
「
倭
字
」
の
書
物

で
あ
る
こ
と
に
か
か
わ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
倭
字
の
書
物
が
、
当
時
の
知

識
階
層
に
お
い
て
正
統
的
な
著
述
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

執
筆
時
点
は
、
「
貞
享
乙
丑
暮
春
退
院
筆
を
執
る
」
と
あ
る
か
ら
、
貞
享
二

（
句
①
）

年
（
一
六
八
五
）
三
月
、
真
祐
の
寺
院
退
去
の
直
後
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼

の
儒
教
と
の
か
か
わ
り
は
、
「
朱
子
語
類
」
の
加
点
を
可
能
に
す
る
相
当
に
深

い
研
究
段
階
に
達
し
た
後
に
限
っ
て
も
、
二
○
年
近
く
に
及
ん
で
い
る
。

と
な
る
と
、
長
い
儒
教
研
究
の
後
の
こ
の
時
点
で
還
俗
帰
儒
し
た
理
由
に
興

味
が
わ
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
真
祐
に
請
わ
れ
て
貝
原
益
軒
の
書
い
た
「
非

火
葬
論
」
序
（
原
漢
文
）
に
若
干
の
示
唆
が
あ
る
。

洛
人
真
祐
幼
自
り
浮
屠
氏
と
為
り
て
西
方
の
教
に
服
す
、
其
の
長
ず
る
に

比
び
て
や
、
則
ち
聖
人
の
書
を
読
承
、
深
く
其
の
術
業
の
非
を
知
る
、
然

れ
ど
も
父
母
師
長
の
厳
籠
有
り
て
敢
へ
て
正
に
帰
る
こ
と
能
は
ず
、
以
て

憾
承
と
為
す
、
因
循
し
て
年
を
歴
る
こ
と
尚
し
、
去
年
の
春
遂
に
仏
を
逃

れ
て
儒
に
帰
す
、
寺
を
避
け
て
髪
を
養
ふ
、
不
倭
、
往
昔
、
洛
に
止
ま

る
、
且
十
四
年
な
り
、
支
許
の
交
り
を
為
す
、
嘗
て
其
の
志
を
観
、
今
其

の
行
ふ
所
を
観
る
、
是
れ
所
謂
幽
谷
よ
り
出
て
喬
木
に
遷
る
者
な
り
、
夫

れ
浮
屠
の
聖
人
の
書
を
読
む
亦
鮮
し
と
為
さ
ず
、
然
れ
ど
も
儒
に
帰
す
る

者
未
だ
嘗
て
聞
か
ず
、
何
ぞ
其
の
宜
し
く
聞
く
べ
く
し
て
久
し
く
聞
か
ざ

る
、
甚
だ
し
ひ
か
な
、
人
の
悟
る
こ
と
の
難
き
や
、
然
れ
ぱ
則
ち
若
く
の

ご
と
き
人
、
豈
今
世
の
豪
雄
の
士
と
称
せ
ざ
る
可
け
ん
や
、

益
軒
は
、
当
節
、
儒
書
に
通
じ
な
が
ら
仏
僧
に
と
ど
ま
る
も
の
が
少
な
く
な

い
の
に
、
還
俗
し
て
儒
者
に
な
っ
た
真
祐
を
「
今
世
の
豪
雄
の
士
」
だ
と
い

ア
、
ノ
Ｏ

益
軒
は
、
こ
こ
で
、
真
祐
が
儒
書
に
学
ん
で
仏
僧
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
非
と

知
り
な
が
ら
還
俗
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
「
父
母
師
長
の
厳
詣
」
に
あ
る
と
し

て
い
る
。
と
す
る
と
、
真
祐
は
、
親
の
命
令
に
よ
っ
て
自
ら
非
と
す
る
仏
者
の

身
分
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
（
「
師
長
」
の
厳
詣
は
度
外
視
で
き
よ
う
）
。

こ
れ
は
、
彼
に
と
っ
て
、
親
の
命
令
の
尊
重
、
つ
ま
り
孝
が
、
倫
理
的
当
為
と

し
て
も
っ
と
も
優
越
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
孝
が
自
己
矛
盾
す
る
場
合
は
ど
う
か
。
つ
ま
り
、
親
が
自
分
を
火
葬

に
す
る
こ
と
、
不
孝
を
命
じ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
の
真
祐
の
不
幸
と

か
か
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
後
に
ふ
れ
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
親
の
命
令
が
還
俗
を
妨
げ
た
と
す
れ
ば
、
親
の
死
没
は
還
俗
の

条
件
を
整
え
た
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
と
、
親
の
死
没
と
火
葬
と
真
祐
の
還
俗

と
は
近
接
し
た
一
連
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
真
祐
の
親
の
死
没
の
年
時
が
不
明
で
あ
る
か
ら
推
測
で

一
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あ
る
。
し
か
し
、
「
非
火
葬
論
」
が
親
の
火
葬
の
体
験
を
強
い
動
機
と
し
て
お

り
、
そ
の
執
筆
が
還
俗
の
直
後
で
あ
る
と
い
う
緊
迫
性
は
、
そ
う
し
た
推
測
を

強
め
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

「
非
火
葬
論
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
以
上
に
と
ど
め
て
、
本
文
の
考
察
に
進

む
こ
と
と
す
る
。

夫
火
葬
〈
、
モ
ト
仏
氏
寂
滅
ノ
見
ヨ
リ
為
シ
ハ
ジ
メ
テ
、
西
戎
ノ
鄙
俗
ト

成
来
レ
ル
ト
見
へ
タ
リ
、
誠
一
一
不
孝
第
一
ノ
所
為
一
一
シ
テ
、
人
情
自
然
ノ

尋
二
違
キ
ヌ
ル
事
ノ
甚
シ
キ
者
也
、
「
非
火
葬
論
」
六
丁
表

こ
の
「
非
火
葬
論
」
本
文
冒
頭
の
言
葉
は
、
本
書
の
要
点
を
よ
く
示
し
て
い

る
。
ま
ず
、
火
葬
を
仏
教
の
「
寂
滅
」
観
に
も
と
づ
い
て
「
西
戎
」
の
習
俗
と

し
て
行
わ
れ
は
じ
め
た
も
の
と
し
て
、
火
葬
の
習
俗
の
成
立
要
因
を
仏
教
に
認

め
る
。つ

づ
い
て
、
こ
の
火
葬
の
習
俗
が
「
不
孝
」
な
行
為
で
あ
り
、
「
人
情
自
然

ノ
尋
」
に
反
す
る
と
い
う
。
孝
・
人
情
の
自
然
を
論
拠
と
し
て
火
葬
を
批
判
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
人
情
自
然
ノ
尋
」
が
、
内
容
的
に
親
を
愛
敬
す
る
孝
の

心
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
右
の
言
に
つ
づ
く
次
の
言
説
を
み
れ
ば
瞭
然
と
す

る
。

凡
ソ
人
ダ
ル
者
、
幼
穰
ノ
時
ヨ
リ
、
誰
レ
教
ル
ト
ハ
無
レ
ド
モ
、
其
父
母

ヲ
愛
シ
ミ
敬
マ
フ
事
ヲ
シ
ラ
ザ
ル
者
〈
ナ
シ
、
是
良
知
良
能
ノ
天
然
一
一
シ

テ
、
本
性
ノ
ァ
ラ
ハ
ル
、
所
ナ
リ
、
同
上
・
一
丁
表

「
非
火
葬
論
」
の
火
葬
批
判
の
論
拠
は
、
人
間
の
中
に
あ
る
孝
心
、
親
へ
の

三
、
火
葬
批
判

愛
敬
の
心
の
自
然
性
・
不
滅
性
で
あ
る
。
孝
心
を
親
へ
の
「
愛
敬
」
の
心
と
捉

え
る
点
は
、
真
祐
の
「
孝
経
」
研
究
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
親
へ
の
愛
敬
の
心
は
、
親
の
生
前
に
は
奉
養
を
尽
く
し
、
親
の
死
没
の

後
に
は
遺
体
を
で
き
る
だ
け
保
存
し
よ
う
と
す
る
態
度
と
し
て
現
わ
れ
る
。

不
幸
ニ
シ
テ
、
父
母
没
シ
ヌ
ル
ト
テ
モ
、
我
ガ
愛
敬
ノ
心
滅
ス
ル
’
一
ア
ラ

子
〈
、
空
シ
キ
父
母
ノ
屍
ナ
レ
ド
モ
、
存
命
ノ
加
ク
思
テ
、
少
シ
モ
是
ヲ

オ
ロ
ソ
カ
’
一
セ
ズ
、
己
ガ
分
際
相
応
ニ
カ
ノ
及
ブ
ホ
ド
棺
榔
衣
衾
ヲ
ア
ッ

ク
シ
テ
、
士
一
一
モ
ケ
ガ
サ
レ
ズ
、
水
ニ
モ
ヒ
タ
サ
レ
ヌ
様
ニ
ト
深
ク
蔵
メ

侍
ル
事
、
是
天
下
古
今
上
一
人
ヨ
リ
、
下
万
民
一
一
至
ル
マ
デ
ノ
人
情
自
然

ノ
尋
ヤ
ム
ベ
カ
ラ
ザ
ル
所
ニ
シ
テ
唐
一
一
テ
モ
、
吾
ガ
国
ニ
テ
モ
、
古
来
孝

子
慈
孫
ダ
ル
者
ノ
勤
メ
行
う
事
ナ
リ
、
同
上
・
六
丁
裏

真
祐
に
よ
れ
ば
、
親
の
遺
体
は
生
存
中
の
身
と
は
異
な
る
「
空
シ
キ
」
も
の

で
あ
り
、
人
々
に
嫌
悪
感
を
与
え
る
も
の
で
さ
え
あ
る
（
「
死
人
ハ
イ
プ
セ
ク
、

ミ
ニ
ク
キ
物
」
同
上
・
八
丁
表
）
・
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
遺
体
を
「
存
命

ノ
加
ク
思
テ
」
丁
重
に
保
存
し
て
埋
葬
と
す
る
の
は
、
人
々
の
心
の
中
に
親
へ

の
愛
敬
の
心
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

真
祐
の
火
葬
の
習
俗
へ
の
批
判
の
要
点
は
、
火
葬
が
親
の
遺
体
を
尊
重
し
よ

う
と
す
る
愛
敬
の
心
に
反
す
る
こ
と
の
指
摘
に
つ
き
る
。
彼
は
、
「
火
葬
ト
ダ

ニ
イ
ヘ
ハ
、
貴
人
高
家
ノ
御
事
〈
知
ズ
、
ナ
ミ
ナ
ミ
人
家
一
一
執
行
フ
ァ
リ
サ
マ

コ
ソ
殊
二
目
ザ
マ
シ
ク
、
カ
ナ
シ
キ
ワ
ザ
ナ
レ
」
（
同
上
・
七
丁
表
）
と
い
う

よ
う
な
、
火
葬
自
体
と
火
葬
に
至
る
ま
で
の
遺
体
の
取
扱
い
の
粗
雑
・
乱
暴
さ

に
つ
い
て
、
事
細
か
に
描
写
す
る
（
そ
の
描
写
の
紹
介
は
省
く
）
。
そ
れ
は
、
人

々
の
中
に
あ
る
親
へ
の
愛
敬
の
心
に
訴
え
か
け
、
こ
れ
を
喚
起
し
て
、
人
々
に

火
葬
の
残
酷
さ
を
認
識
さ
せ
て
火
葬
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

六
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こ
の
火
葬
批
判
の
論
法
は
、
火
葬
を
し
て
し
ま
う
人
々
に
も
遺
体
を
愛
敬
す

る
心
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
そ
の
矛
盾
を
突
く
と
い
う
形
を
と
る
。

近
比
民
間
二
人
ノ
父
死
タ
ル
ヲ
、
火
葬
一
一
ス
ル
ト
テ
、
僧
ヲ
請
シ
テ
屍
ノ

髪
ヲ
ソ
ラ
シ
メ
シ
ニ
、
誤
リ
テ
頭
二
傷
ツ
ケ
、
レ
バ
妻
子
親
戚
大
二
痛
ミ

悲
シ
ミ
テ
、
甚
怨
ミ
尤
メ
ヌ
、
疾
痛
ヲ
知
ヌ
屍
一
一
．
ワ
ヅ
カ
ノ
疵
ヲ
付
ル
サ

ヘ
、
悲
ミ
尤
ム
ル
ハ
、
愛
敬
ノ
真
情
亡
ピ
ザ
ル
故
ナ
リ
、
サ
ハ
ア
リ
ナ
ガ

ラ
、
ヤ
ガ
テ
全
身
二
焔
ヲ
付
ケ
テ
、
焚
ス
テ
ハ
、
却
テ
美
目
ノ
様
二
心
得

ル
ハ
ソ
モ
如
何
ナ
ル
所
為
ゾ
ャ
、
ア
、
、
習
俗
ノ
惑
う
処
ア
サ
マ
シ
ト
云

モ
尚
ヲ
ロ
ヵ
ナ
リ
、
同
上
・
八
丁
裏

こ
の
愛
敬
の
心
と
そ
れ
に
反
す
る
行
動
の
矛
盾
を
突
く
論
法
は
、
遺
体
を
焚

き
捨
て
な
が
ら
、
仏
壇
を
飾
り
た
て
た
り
、
形
見
・
遺
物
を
尊
重
す
る
こ
と
の

矛
盾
を
突
く
議
論
に
ま
で
応
用
さ
れ
て
い
る
。

親
へ
の
愛
敬
の
心
を
喚
起
す
る
議
論
と
関
連
し
て
注
意
し
た
い
こ
と
は
、
真

祐
が
、
中
国
の
古
代
に
お
い
て
は
、
火
葬
は
重
罪
人
の
処
刑
の
仕
方
で
あ
っ
た

と
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。

抑
人
ノ
屍
ヲ
焚
事
〈
、
古
へ
唐
シ
ニ
周
公
旦
卜
申
奉
リ
シ
聖
人
成
王
ト
申

シ
奉
ル
帝
ノ
御
後
ロ
見
ヲ
シ
玉
ヒ
テ
、
天
下
ヲ
治
メ
玉
ヒ
シ
時
、
周
礼
ト

云
書
ヲ
作
り
玉
ヒ
テ
、
官
人
ノ
役
々
ヲ
記
サ
セ
玉
ヒ
シ
ニ
、
其
中
ノ
掌
裁

ト
云
官
二
、
凡
ソ
其
親
ヲ
殺
ス
者
〈
、
コ
レ
ヲ
焚
ト
ア
リ
、
人
ト
シ
テ
、

ミ
ヅ
カ
ラ
己
ガ
親
兄
弟
ナ
ド
ヲ
殺
ス
〈
、
誠
ニ
イ
ハ
ン
方
モ
ナ
キ
重
罪
人

ナ
レ
バ
、
其
者
ヲ
火
ア
プ
リ
ニ
シ
テ
、
肉
ホ
子
マ
デ
モ
、
ヤ
キ
ス
ッ
。
ヘ
シ

ト
ナ
リ
、
是
屍
ヲ
焚
事
〈
、
其
罪
ヲ
悪
ミ
タ
ッ
事
ノ
甚
シ
キ
ア
マ
リ
’
一
、

骨
肉
マ
デ
モ
残
ラ
ヌ
様
二
、
ヤ
キ
尽
ス
事
ナ
リ
、
同
上
・
九
丁
表

真
祐
は
、
「
周
礼
」
秋
官
・
掌
裁
の
規
定
を
挙
げ
て
、
火
葬
が
、
周
公
の
定

め
た
重
罪
人
へ
の
処
刑
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
衛
の
出
公
諏

に
よ
る
楮
師
比
の
焚
屍
（
「
史
記
」
第
三
十
七
巻
衛
康
叔
世
家
）
、
燕
の
騎
劫

に
よ
る
焚
屍
（
同
上
・
第
八
十
二
巻
田
単
列
伝
）
と
い
っ
た
史
実
は
、
中
国
古

代
の
人
々
の
そ
う
し
た
火
葬
に
つ
い
て
の
理
解
が
現
わ
れ
て
い
る
と
語
る
の
で

あ
る
。こ

の
指
摘
は
、
火
葬
批
判
に
効
果
的
に
作
用
す
る
。
火
葬
が
重
罪
人
の
処
刑

方
法
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
は
、
「
ク
、
メ
縄
ト
ャ
ラ
ン
ヲ
、
足
ヨ
リ
頸
二
ヵ

ヶ
、
重
罪
人
ノ
如
ク
、
キ
ビ
シ
ク
カ
ラ
メ
テ
棺
ノ
中
一
一
鱒
ラ
セ
タ
ル
ァ
リ
サ

ご
（
「
非
火
葬
論
」
七
丁
裏
）
と
い
う
、
火
葬
に
落
着
す
る
遺
体
の
乱
暴
な

取
扱
い
へ
の
批
判
的
な
描
写
に
迫
力
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
真
祐
の
火
葬
批
判
の
議
論
の
中
で
興
味
深
い
の
は
、
火
葬
の
習
俗

と
日
本
の
神
道
と
の
対
立
を
あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

夫
吾
国
〈
神
国
ト
シ
テ
、
如
何
ナ
ル
村
里
野
山
ニ
テ
モ
、
其
処
々
ノ
土
地

ノ
神
、
氏
ノ
神
ノ
御
社
マ
シ
マ
サ
ヌ
処
ハ
コ
レ
ナ
ク
、
殊
二
火
ノ
稜
レ

ヲ
、
キ
ビ
シ
ク
忌
メ
ル
国
法
ナ
ル
ニ
、
此
ニ
モ
彼
一
一
モ
機
ハ
シ
キ
屍
ノ
煙

ヲ
、
タ
ナ
ビ
カ
シ
ム
ル
事
、
誠
二
恐
レ
禁
ズ
・
ヘ
キ
事
ノ
第
一
ナ
ラ
ス
ャ
、

同
上
・
十
一
丁
表

真
祐
は
、
日
本
は
神
国
で
あ
り
、
諸
方
に
神
社
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
日
本

の
神
々
は
火
の
稜
れ
を
殊
に
忌
む
の
で
あ
る
か
ら
、
稔
ら
わ
し
い
焚
屍
の
煙
を

た
な
び
か
せ
る
こ
と
は
、
禁
忌
の
第
一
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
神
道
に
依
拠
す
る
議
論
は
、
前
後
の
文
脈
だ
け
で
な
く
、
愛
敬
の
孝
心

を
論
拠
と
す
る
儒
教
的
色
彩
の
強
い
火
葬
批
判
の
思
想
的
文
脈
か
ら
も
、
唐
突

に
み
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

後
に
ゑ
る
よ
う
に
、
真
祐
は
、
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
仏
教
の
影
響
に

六
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前
述
の
如
く
、
真
祐
は
、
「
非
火
葬
論
」
の
冒
頭
で
火
葬
の
成
立
要
因
を
仏

教
と
み
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
中
村
暢
斎
の
批
判
を
受
け

た
。

切
に
望
む
ら
く
は
早
く
（
「
非
火
葬
論
」
を
：
・
高
橋
註
）
人
間
に
播
き
、

以
て
愚
夫
愚
婦
に
示
す
と
き
は
、
則
ち
世
教
を
補
ふ
こ
と
儘
多
し
、
独
り

論
中
に
、
火
葬
は
釈
氏
空
寂
の
見
に
始
ま
る
と
謂
ふ
者
は
、
疑
ふ
ら
く
は

必
ず
し
も
然
ら
ず
、
拙
、
希
に
釈
書
に
渉
り
、
参
証
明
ら
か
な
ら
ず
、
然

れ
ど
も
理
に
拠
り
て
之
を
論
ず
、
西
戎
の
俗
、
元
水
火
土
林
四
葬
有
り
、

よ
り
火
葬
の
習
俗
が
始
ま
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
だ
か
ら
、
彼
の
火
葬
・
仏
教

の
批
判
が
、
仏
教
渡
来
以
前
か
ら
存
続
し
て
い
る
日
本
の
習
俗
と
ゑ
ら
れ
る
、

神
道
の
擁
護
・
復
興
へ
の
志
向
と
結
び
つ
く
こ
と
に
不
思
議
は
な
い
の
で
あ

《
４
号
）

ヲ
（
》
◎

こ
の
神
道
の
援
用
は
、
愛
敬
の
孝
心
と
い
う
主
観
的
な
心
情
に
加
え
て
、
日

本
古
来
の
習
俗
と
い
う
客
観
的
な
伝
統
を
、
火
葬
批
判
の
論
拠
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
火
葬
批
判
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
よ
り
具
体
性
を

持
つ
こ
と
に
な
る
。

以
上
み
て
き
た
真
祐
の
火
葬
批
判
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
親
へ
の
愛
敬
の

心
を
い
わ
ば
絶
対
的
根
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
相
対
化
さ
れ
る
と

火
葬
批
判
は
有
効
性
を
持
た
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
真
祐
は
、
火
葬
の
習
俗
を

思
想
的
に
支
え
る
仏
教
が
愛
敬
の
心
を
相
対
化
す
る
も
の
と
ゑ
る
。
火
葬
批
判

に
は
、
仏
教
へ
の
批
判
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

四
、
仏
教
批
判
（
一
）
Ｉ
仏
教
の
矛
盾

而
し
て
釈
氏
火
葬
を
尚
ぶ
者
は
、
蓋
し
空
寂
の
見
に
取
る
こ
と
有
る
が
為

也
、
「
答
安
井
真
祐
」
「
楊
斎
先
生
文
集
」
巻
第
三
（
原
漢
文
）

暢
斎
の
こ
の
発
言
は
、
真
祐
が
「
非
火
葬
論
」
に
対
す
る
評
語
を
求
め
た
の

に
答
え
る
書
簡
の
中
に
あ
る
。
蜴
斎
の
批
判
の
要
点
は
、
「
西
戎
」
の
葬
送
の

習
俗
と
し
て
既
に
火
葬
が
あ
り
、
仏
教
は
「
空
寂
の
見
」
に
も
と
づ
い
て
そ
れ

を
尊
重
す
る
が
、
仏
教
に
よ
っ
て
火
葬
が
成
立
し
た
の
で
は
な
い
と
す
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。

し
か
し
、
真
祐
は
、
仏
教
を
火
葬
の
成
立
要
因
と
す
る
自
ら
の
見
解
を
修
正

し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
西
方
の
場
合
と
は
別
に
、
日
本
や
中
国
に
お
い
て
現

に
実
行
さ
れ
て
い
る
火
葬
の
習
俗
が
、
仏
教
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
み
る
か
ら

で
あ
ろ
う
。

真
祐
は
、
日
本
の
歴
史
に
即
し
て
火
葬
の
習
俗
の
導
入
と
定
着
の
過
程
を
、

次
の
よ
う
に
語
る
。

本
朝
四
十
二
代
文
武
天
王
ノ
御
時
、
道
照
法
師
ト
云
者
、
始
テ
其
身
ヲ
火

葬
シ
ケ
ル
ヲ
、
天
皇
聞
シ
メ
シ
玉
テ
、
仏
法
ヲ
信
シ
玉
フ
御
心
カ
ラ
イ
ミ

ジ
キ
事
ノ
様
二
思
召
玉
ヒ
ヶ
レ
ハ
、
其
後
崩
御
ノ
時
、
御
遺
詔
ア
リ
テ
、

カ
シ
コ
ク
モ
カ
タ
ジ
ヶ
ナ
キ
、
ア
マ
ッ
ヒ
ッ
キ
ノ
玉
体
ヲ
、
飛
鳥
岡
ニ
テ

火
葬
シ
奉
り
シ
事
、
誠
二
勿
体
ナ
キ
事
ニ
ゾ
侍
ル
、
其
ヨ
リ
以
降
仏
法
日

二
盛
ナ
ル
ニ
付
テ
、
貴
賎
ト
モ
ニ
火
葬
一
一
ス
ル
ヲ
美
目
ト
思
フ
テ
、
次
第

二
盛
ニ
ナ
リ
モ
テ
来
リ
テ
、
中
古
以
来
〈
六
十
余
州
火
葬
セ
ザ
ル
処
ハ
マ

レ
ナ
リ
、
同
上
・
七
丁
表

真
祐
は
、
道
照
法
師
の
火
葬
が
日
本
の
火
葬
の
起
源
で
あ
り
、
こ
れ
を
受
け

る
文
武
天
皇
の
仏
教
尊
崇
に
も
と
づ
く
火
葬
の
実
行
が
、
そ
れ
以
後
の
火
葬
の

習
俗
と
し
て
の
定
着
に
決
定
的
な
意
義
を
持
っ
た
と
語
る
。
彼
は
、
日
本
に
お

｛
ハ
ー
ハ



け
る
火
葬
の
習
俗
の
成
立
要
因
が
仏
教
に
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
意
し
た
い
こ
と
は
、
真
祐
が
、
文
武
天
皇
と
い
う
為
政
者
の
火
葬
の
開
始

が
、
火
葬
の
習
俗
と
し
て
の
定
着
に
決
定
的
な
意
義
を
持
っ
た
と
み
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
教
が
現
実
の
社
会
に
定
着
す
る
た
め
に
は
為
政
者
の
政
策

を
必
要
と
す
る
と
い
う
理
解
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
為
政
者
を
習
俗
の
定
立
者

と
承
る
理
解
で
あ
る
。
こ
の
理
解
に
よ
る
と
、
逆
に
、
火
葬
の
習
俗
の
廃
絶

は
、
愛
敬
の
心
の
喚
起
と
い
う
仕
方
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
火
葬
と
仏
教
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
以
上
、
火
葬
批
判
は
仏
教

へ
の
批
判
を
不
可
避
と
す
る
。
そ
し
て
、
真
祐
の
仏
教
批
判
の
焦
点
は
、
ま
ず

も
っ
て
愛
敬
の
意
義
づ
け
に
向
け
ら
れ
る
。

仏
一
己
ノ
虚
見
ヲ
立
テ
、
愛
敬
ノ
本
心
ヲ
過
去
妄
想
ノ
習
気
卜
見
ャ
プ
リ

シ
ョ
リ
シ
テ
、
斯
ル
不
仁
ノ
ワ
ザ
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
、
天
下
万
世
吾
ガ
神
国
ノ

人
ノ
子
弟
ダ
ル
者
マ
デ
ヲ
、
酷
ダ
シ
キ
、
不
孝
ノ
所
為
二
陥
イ
ラ
シ
ム
ル

事
、
其
罪
ア
ゲ
テ
云
ペ
カ
ラ
ザ
ル
者
ナ
リ
、
同
上
・
十
一
丁
裏

真
祐
は
、
「
愛
敬
ノ
本
心
」
を
「
妄
想
」
と
し
て
否
定
す
る
の
が
仏
教
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
仏
教
は
、
こ
れ
を
奉
ず
る
人
々
を
不
孝
に
陥
ら
せ
る
と

い
う
。
彼
は
、
仏
教
が
愛
敬
の
心
を
妄
想
と
承
る
理
由
と
、
そ
の
結
果
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

夫
釈
氏
、
非
有
、
非
空
、
非
寂
、
非
滅
、
中
道
実
相
ナ
ド
、
色
々
様
々

二
、
利
口
二
説
成
ス
ト
ハ
イ
ヘ
ト
モ
、
畢
寛
虚
寂
ノ
見
二
陥
イ
リ
タ
ル
者

ナ
リ
、
虚
寂
二
陥
ル
ヵ
ラ
造
化
生
々
ノ
道
、
人
情
自
然
ノ
葬
ヲ
妄
想
ト
見

破
ル
ナ
リ
、
故
二
其
所
行
一
ツ
ト
シ
テ
、
自
然
ノ
尋
一
一
モ
ト
ラ
ザ
ル
事
ナ

シ
、
同
上
・
十
二
丁
裏

真
祐
の
立
場
が
、
宋
明
儒
教
の
形
而
上
学
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
一
切
の
存
在
は
造
化
生
々
の
働
き

に
お
い
て
あ
る
実
体
で
あ
り
、
愛
敬
の
心
は
そ
の
造
化
生
々
の
人
間
に
お
け
る

現
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
造
化
生
々
の
働
き
の
現
わ
れ
で
あ
る
、
存
在
と
そ
の
秩

序
、
愛
敬
の
孝
心
に
も
と
づ
く
人
間
の
社
会
的
秩
序
（
「
人
情
自
然
ノ
尋
」
）

は
不
滅
で
あ
る
。

真
祐
に
よ
れ
ば
、
仏
者
は
、
「
虚
寂
ノ
見
二
陥
リ
タ
ル
者
」
で
あ
り
、
実
体
と

し
て
あ
る
存
在
を
非
実
体
的
な
も
の
と
承
る
。
こ
の
仏
者
と
存
在
と
の
交
渉
は

不
調
和
で
あ
り
、
仏
者
は
、
存
在
の
秩
序
に
背
反
す
る
。
だ
か
ら
、
仏
者
は
、

一
切
の
存
在
と
そ
の
秩
序
を
苦
痛
と
し
て
拒
否
・
排
斥
す
る
こ
と
に
な
る
。

寂
滅
ノ
僻
見
二
沈
ミ
テ
、
自
然
ノ
道
理
一
一
戻
ル
ュ
ヘ
’
一
、
万
事
万
物
、
ヨ

ル
処
、
サ
ハ
ル
処
、
皆
尽
ク
煩
ハ
シ
ク
、
イ
ト
ハ
シ
キ
ナ
リ
、
生
死
ヲ
苦

ニ
シ
テ
ハ
、
是
ヲ
イ
ト
ヒ
、
父
母
妻
子
ヲ
苦
一
一
シ
テ
ハ
是
ヲ
捨
、
家
ヲ

捨
、
国
ヲ
捨
、
首
ノ
髪
マ
テ
ヲ
苦
ニ
シ
テ
ハ
是
ヲ
ソ
リ
捨
ル
、
口
一
一
モ
ク

ラ
ハ
テ
居
ラ
ル
、
者
ナ
ラ
パ
、
ク
フ
マ
ジ
ヶ
レ
ト
モ
、
食
〈
子
バ
ナ
ラ
ヌ

’
一
ヨ
リ
テ
、
肉
ヲ
ク
ハ
デ
野
菜
ナ
ド
ヲ
ク
ラ
フ
ガ
加
キ
ノ
私
ヲ
カ
マ
ヘ
、

ア
ゲ
ク
ノ
ハ
テ
ニ
、
死
後
ノ
形
マ
デ
ヲ
苦
一
一
シ
テ
、
焚
ス
ッ
ル
者
ナ
リ
、

同
上
・
十
三
丁
表

一
切
の
存
在
と
そ
の
秩
序
を
拒
否
・
排
斥
す
る
仏
者
は
、
死
後
の
遺
体
を
火

葬
に
よ
っ
て
無
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
一

切
の
存
在
と
秩
序
の
拒
否
・
排
斥
は
矛
盾
を
含
む
し
、
不
可
能
で
あ
る
。
真
祐

は
、
こ
の
こ
と
を
、
釈
迦
の
言
動
に
即
し
て
示
そ
う
と
す
る
。

仏
モ
人
ナ
レ
バ
、
何
ホ
ド
寂
滅
ト
見
破
り
テ
モ
、
己
レ
ガ
自
然
ノ
愛
敬
減

ピ
ザ
ル
故
二
、
浄
飯
王
泥
桓
経
二
書
タ
ル
ヲ
見
レ
ハ
釈
迦
ノ
父
浄
梵
王
ノ

死
セ
ル
時
二
、
其
屍
ヲ
諸
ノ
香
水
ヲ
以
テ
洗
上
清
メ
テ
白
細
擬
ト
テ
、
白
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ク
シ
テ
イ
カ
’
一
モ
軟
カ
ナ
ル
毛
織
ヲ
以
テ
包
ミ
纏
、
棺
二
入
レ
テ
、
諸
ノ

香
木
ヲ
ツ
ミ
テ
是
ヲ
焚
キ
骨
灰
ヲ
収
テ
、
金
函
二
盛
置
キ
、
其
上
二
塔
ヲ

立
シ
メ
テ
、
供
養
セ
リ
ト
ァ
リ
、
ト
テ
モ
寂
滅
ノ
見
ヨ
リ
シ
テ
、
父
ノ
形

体
ヲ
モ
、
焚
ス
ッ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
バ
、
洗
ズ
ト
モ
、
包
マ
ズ
ト
モ
、
棺
二
入

ズ
ト
モ
、
沈
香
栴
檀
ヲ
ツ
マ
ズ
ト
モ
、
骨
灰
〈
呉
王
ノ
云
ハ
レ
シ
コ
ト

ク
、
風
一
二
．
カ
ス
・
ヘ
キ
事
ナ
ル
’
一
、
カ
ク
マ
デ
事
念
比
二
執
行
ヒ
シ
ハ
、

愛
敬
ノ
具
レ
ル
シ
ル
シ
ニ
ァ
ラ
ズ
ャ
、
同
上
・
十
一
丁
裏

真
祐
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
は
、
人
間
の
愛
敬
の
心
・
人
情
自
然
の
尋
・
造
化
生

生
の
道
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
釈
迦

は
父
の
浄
飯
王
の
葬
送
に
際
し
て
遺
体
を
丁
重
に
取
り
扱
い
、
香
木
で
焚
い
た

後
に
、
骨
灰
を
金
函
に
包
ん
だ
。
こ
の
遺
体
・
遺
灰
の
尊
重
は
、
親
へ
の
愛
敬

（
５
）

の
心
の
現
わ
れ
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
釈
迦
が
親
の
遺
体
を
焚
く
こ
と
と
愛
敬
の
心
を
持
つ
こ
と
と
の
矛

盾
を
突
く
も
の
で
あ
り
、
火
葬
批
判
に
ゑ
ら
れ
た
論
法
の
適
用
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
真
祐
は
、
存
在
と
秩
序
の
拒
否
・
排
斥
の
不
可
能
を
、
次
の
よ
う

に
主
張
す
る
。

畢
寛
其
（
釈
迦
を
指
す
：
・
高
橋
註
）
道
ノ
本
意
ト
ス
ル
処
〈
、
父
母
妻
子

国
家
ヲ
ス
テ
形
ヲ
傷
上
破
り
、
屍
マ
デ
焚
ス
テ
、
子
孫
ヲ
断
絶
シ
テ
、
ア

ク
マ
デ
造
化
生
々
ノ
理
、
人
情
自
然
ノ
葬
二
背
キ
タ
ル
所
ガ
、
彼
ガ
道
ノ

本
意
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、
然
ル
ト
キ
ハ
世
界
中
ノ
人
皆
出
家
シ
テ
、
子
孫
相

続
セ
ズ
、
世
界
二
人
種
タ
エ
ハ
テ
鳥
獣
魚
鼈
一
草
一
木
マ
デ
モ
、
出
生
ス

ル
事
無
ラ
マ
シ
ヵ
ハ
釈
迦
本
意
一
一
カ
ナ
フ
・
ヘ
ヶ
レ
ド
モ
、
釈
迦
ガ
神
通
力

ニ
テ
モ
、
造
化
生
々
ノ
徳
ヲ
ヤ
ブ
ル
事
モ
ナ
ラ
ズ
、
民
生
自
然
ノ
尋
ヲ
減

ス
事
モ
ナ
ラ
ヌ
ナ
リ
、
同
上
・
十
三
丁
裏

真
祐
に
よ
れ
ば
、
釈
迦
の
本
意
は
一
切
の
生
物
の
断
滅
、
し
た
が
っ
て
、
人

間
の
断
滅
で
あ
る
が
、
「
造
化
生
々
」
す
る
生
物
の
断
滅
は
不
可
能
で
あ
る
。

生
物
の
断
滅
を
不
可
能
と
す
る
こ
の
主
張
は
、
仏
教
を
撃
つ
極
め
つ
け
の
論
拠

で
あ
る
。

こ
れ
で
、
仏
者
も
人
間
の
愛
敬
の
心
と
そ
の
秩
序
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
前
提
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
不
滅
性
を
明
ら
か
に
し
た

こ
と
に
な
る
。
真
祐
と
し
て
は
、
仏
教
の
誤
り
と
自
己
の
立
場
の
正
し
ぎ
を
示

し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
仏
教
の
誤
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
が
仏
教

に
帰
依
す
る
理
由
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

微
細
一
一
論
ズ
ル
マ
デ
モ
ナ
ク
、
其
（
仏
教
の
こ
と
．
：
高
橋
註
）
邪
道
僻
見

ナ
ル
コ
ト
ハ
、
此
ノ
如
ク
分
明
ナ
ル
ニ
、
古
来
異
国
本
朝
ト
モ
ニ
、
聡
明

ナ
ル
輩
ノ
多
ク
惑
ヘ
ル
ハ
、
何
事
ゾ
ャ
、
コ
レ
未
来
ノ
説
ヲ
立
テ
、
畏
シ

タ
プ
ラ
カ
ス
ニ
依
テ
、
愚
人
〈
云
二
及
パ
ズ
、
聡
明
ナ
ル
者
モ
、
死
ヲ
畏

ル
ル
臆
病
ノ
ー
念
二
引
カ
レ
テ
コ
ソ
、
迷
ヘ
ル
ト
ハ
見
エ
タ
リ
、
同
上
・

十
四
丁
表

真
祐
に
よ
れ
ば
、
仏
教
が
死
後
の
世
界
の
存
在
を
説
き
、
生
前
の
行
為
に
応

じ
て
死
後
に
報
い
が
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
死
後
の
応
報
へ
の
恐
怖
に
負

け
て
、
人
々
は
仏
教
に
帰
依
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
に
か
ん
し
て
、
真
祐

は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

彼
ガ
徒
オ
モ
ヘ
ラ
ク
、
王
者
ノ
刑
政
〈
明
二
人
ノ
悪
ヲ
作
ル
ヲ
制
ス
ル
マ

五
、
仏
教
批
判
（
二
）
ｌ
仏
教
の
社
会
的
有
効
性
の
欠
如
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デ
ナ
リ
、
仏
氏
未
来
報
応
ノ
説
ヨ
リ
、
暗
一
一
人
ノ
悪
心
ヲ
止
シ
メ
テ
、
大

二
世
教
二
助
ア
リ
ト
云
云
、
是
大
ナ
ル
無
実
ノ
誇
言
ナ
リ
、
同
上

こ
こ
で
、
真
祐
は
、
死
後
の
世
界
や
来
世
の
応
報
の
有
無
と
い
う
問
題
に
立

ち
入
っ
て
仏
教
の
主
張
を
論
駁
す
る
こ
と
を
せ
ず
、
来
世
の
応
報
と
い
う
観
念

が
社
会
的
秩
序
の
確
保
に
有
効
で
あ
る
と
す
る
仏
教
の
主
張
へ
の
批
判
に
、
議

論
を
転
じ
て
し
ま
う
。

こ
れ
は
、
議
論
の
飛
躍
と
も
承
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
ゑ
て
ゆ
く
、
彼
の
人

間
観
や
関
心
の
あ
り
方
か
ら
す
る
と
、
自
然
の
成
り
ゆ
き
と
も
い
え
る
。

さ
て
、
真
祐
は
、
死
後
の
応
報
と
い
う
考
え
方
の
社
会
的
秩
序
の
確
保
に
対

す
る
有
効
性
を
全
面
的
に
退
け
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
彼
は
二
つ
の

「
事
実
」
を
あ
げ
る
。

一
つ
は
、
彼
の
考
え
る
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
堯
舜
三
代

・
日
本
の
仁
徳
天
皇
顕
宗
天
皇
の
世
は
仏
法
が
な
く
と
も
善
人
ば
か
り
で
平
和

に
栄
え
て
い
た
し
、
「
近
世
」
は
仏
法
が
隆
盛
で
あ
る
が
善
人
は
少
な
く
悪
人

は
多
い
。
こ
う
い
う
歴
史
的
事
実
に
照
ら
し
て
、
仏
教
が
、
社
会
的
秩
序
の
確

保
に
有
効
で
あ
る
証
拠
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

注
意
し
た
い
こ
と
は
、
こ
の
事
実
を
語
る
中
で
、
彼
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ

る
こ
と
で
あ
る
。

近
世
ハ
佛
法
盛
ン
｜
一
行
ハ
レ
テ
、
イ
カ
ナ
ル
野
ノ
末
、
山
ノ
奥
ノ
、
賤
ノ

夫
賤
ノ
女
ニ
イ
タ
ル
マ
デ
モ
、
悪
ヲ
作
セ
ハ
、
未
来
地
獄
二
喧
ル
ト
云
事

ヲ
間
シ
ラ
ヌ
者
〈
一
人
モ
ナ
カ
ル
マ
ジ
、
サ
レ
ド
モ
悪
人
ハ
イ
ッ
ク
ニ
モ

多
ク
シ
テ
、
善
人
ハ
イ
ヅ
ク
ニ
モ
マ
レ
ナ
リ
、
同
上
・
十
五
丁
表

こ
れ
は
、
仏
教
の
死
後
の
応
報
と
い
う
観
念
が
知
識
と
し
て
広
く
流
布
し
て

い
て
も
、
人
々
に
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
、
右
の
歴
史
的
事
実
を
説
明
す
る
と
考
え
ら
れ
る
次
の
よ
う
な

人
間
論
的
事
実
で
あ
る
。

人
ノ
物
ヲ
盗
ミ
ト
ラ
ン
ト
テ
、
手
ヲ
指
出
シ
タ
ル
者
ガ
、
地
獄
ノ
報
ヲ
オ

ソ
レ
テ
、
其
手
ヲ
引
入
レ
テ
ヌ
ス
マ
ヌ
者
ト
テ
ハ
、
イ
カ
デ
カ
ァ
ル
・
ヘ

キ
、
人
二
見
ト
ガ
メ
ラ
レ
ン
事
ヲ
ハ
ヂ
、
ト
ラ
ヘ
ラ
レ
テ
刑
罰
一
一
ァ
〈
ン

事
ヲ
恐
レ
テ
コ
ソ
、
指
出
シ
タ
ル
手
ヲ
モ
引
入
レ
、
既
二
盗
ミ
取
ダ
ル
物

ヲ
モ
打
捨
テ
ニ
グ
ル
ナ
リ
、
其
恥
オ
ソ
ル
、
心
コ
ソ
、
盗
既
ニ
モ
亡
ビ
ヌ

所
ノ
差
悪
ノ
真
情
ナ
レ
、
今
ノ
世
仏
法
バ
カ
リ
’
一
シ
テ
、
御
仕
置
ノ
刑
罰

ナ
ク
パ
、
盗
賊
天
下
二
充
満
シ
、
父
ヲ
試
シ
、
君
ヲ
試
シ
、
人
ノ
妻
子
ヲ

奪
上
掠
ル
加
キ
ノ
悪
人
比
々
ト
シ
出
来
ル
。
へ
シ
、
道
理
ナ
ル
カ
ナ
、
眼
前

一
一
厳
ナ
ル
刑
罰
ヲ
見
ナ
ガ
ラ
モ
、
欲
二
迷
フ
テ
ハ
、
恐
レ
ヲ
ナ
サ
ヌ
愚
民

ガ
、
目
一
一
モ
見
エ
ヌ
、
虚
誕
ノ
地
獄
沙
汰
一
一
、
聞
オ
ヂ
シ
テ
止
ム
・
ヘ
キ

ャ
、
同
上
・
十
五
丁
表

真
祐
は
、
人
間
が
悪
事
を
恥
じ
る
の
は
他
人
に
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
、
悪

事
を
避
け
る
の
は
為
政
者
に
よ
る
刑
罰
へ
の
恐
怖
に
よ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
恥
と
恐
怖
が
悪
を
避
け
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
存
在

す
る
「
蓋
悪
ノ
真
情
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
人
間
は
、
悪
を
自
か
ら
省

め
る
自
律
的
な
良
心
を
持
た
な
い
他
律
的
存
在
で
あ
る
。

真
祐
に
よ
れ
ば
、
こ
う
い
う
他
律
的
な
人
間
か
ら
な
る
社
会
的
秩
序
の
確
保

は
、
為
政
者
の
制
定
す
る
刑
罰
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
眼
前
の
刑
罰
を
恐
れ

な
い
人
間
で
あ
れ
ば
、
現
実
に
確
認
で
き
な
い
死
後
の
応
報
を
恐
れ
て
悪
を
避

け
る
は
ず
も
な
い
。
だ
か
ら
、
死
後
の
応
報
を
説
く
仏
教
が
社
会
的
秩
序
の
確

保
に
と
っ
て
有
効
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
仏
教
の
中
で
当
節
盛
ん
な
「
念
仏
宗
」
は
、
悪
人
も
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阿
弥
陀
仏
を
念
ず
れ
ば
極
楽
往
生
で
き
る
と
す
る
か
ら
、
「
悪
ヲ
止
ル
助
ト
ナ

ラ
ヌ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
却
テ
悪
人
ノ
方
人
ト
ナ
リ
テ
、
悪
意
ヲ
シ
ノ
ラ
シ
ム
ル
ナ

ル
・
へ
シ
」
（
同
上
・
十
六
丁
表
）
と
承
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
念
仏
宗
は
悪
人
の

味
方
を
し
て
悪
を
増
長
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
真
祐
に
よ
れ
ば
、
仏
教
は
、
社
会
的
秩
序
に
と
っ
て
有
害
無
益

な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
死
後
の
応
報
の
観
念
が
社
会
的
秩
序
の
確
保
に
と
っ
て
有
効
で

な
い
と
い
う
、
こ
の
主
張
は
、
死
後
の
応
報
の
観
念
を
知
識
と
し
て
持
っ
て
い

て
も
信
じ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
人
間
観
と
密
接
に
結
び
つ
い
て

い
る
。
こ
の
人
間
観
は
、
人
間
と
は
、
来
世
よ
り
も
現
世
の
こ
と
を
恐
怖
す
る

の
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
真
祐
に
お
け
る
人
間
は
、
死
後
の
応
報
を
恐
れ
る

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
人
間
は
死
後
の
応
報
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
死
後
よ
り
も
現

世
の
応
報
へ
の
関
心
が
は
る
か
に
切
実
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
心
の
あ
り

方
は
、
真
祐
自
身
の
も
の
で
も
あ
る
。
彼
が
、
死
後
の
応
報
の
有
無
を
検
討
せ

ず
、
た
だ
、
そ
の
社
会
的
秩
序
の
確
保
に
と
っ
て
の
有
効
性
だ
け
を
問
題
と
し

て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
先
に
死
後
の
応
報
の
観
念
を
人
々
の
仏
教
受
容
の

理
由
と
し
て
い
た
こ
と
も
、
人
間
の
本
性
に
深
く
根
ざ
す
も
の
と
し
て
で
は
な

く
、
単
に
迷
妄
と
し
て
乗
り
越
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
で
あ
っ
た
と
ゑ
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
死
後
よ
り
も
現
世
へ
の
関
心
が
切
実
で
あ
る
真
祐
に
と
っ
て

は
、
現
実
の
社
会
的
秩
序
の
確
保
に
と
っ
て
有
効
か
否
か
が
、
仏
教
の
主
張
の

正
否
を
論
ず
る
最
も
重
要
な
論
点
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
で
、
仏
教
と
そ

の
習
俗
・
火
葬
は
、
有
害
無
益
で
ひ
た
す
ら
排
斥
す
べ
き
も
の
で
し
か
な
い
。

「
非
火
葬
論
」
は
、
そ
の
排
斥
の
役
割
の
一
端
を
担
う
も
の
で
は
あ
る
。
し

か
し
、
こ
の
書
物
は
、
読
者
に
愛
敬
の
心
を
喚
起
し
て
、
火
葬
・
仏
教
か
ら
の

人
々
の
離
反
を
促
す
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
習
俗
の
改
変
に
と
っ
て
十

分
で
は
な
い
。

真
祐
は
、
習
俗
を
定
立
す
る
主
導
的
役
割
を
、
為
政
者
の
施
策
に
認
め
て
い

る
。
と
す
れ
ば
、
習
俗
の
改
変
に
向
け
て
の
為
政
者
へ
の
提
言
が
、
「
非
火
葬

（
６
）

論
」
と
は
別
の
形
で
必
要
な
の
で
あ
る
。

以
上
で
、
「
非
火
葬
論
」
の
火
葬
・
仏
教
批
判
の
検
討
を
一
応
終
わ
っ
た
が
、

最
後
に
、
こ
の
批
判
に
み
ら
れ
る
真
祐
の
思
想
的
志
向
を
承
る
こ
と
と
す
る
。

「
非
火
葬
論
」
の
目
的
に
つ
い
て
、
真
祐
は
、
本
文
の
終
わ
り
近
く
で
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

予
不
幸
ノ
身
ト
生
レ
テ
、
父
母
共
二
火
葬
シ
ヌ
ル
事
、
カ
ノ
及
サ
ル
所
ナ

レ
バ
、
是
非
モ
ナ
シ
ト
ハ
思
ヒ
ナ
ガ
ラ
、
天
地
ノ
間
ノ
大
罪
人
一
一
シ
テ
、

身
ヲ
容
ル
処
モ
ナ
キ
ガ
如
ク
ニ
覚
エ
テ
ァ
サ
マ
シ
、
吾
ガ
身
ノ
上
一
一
ト
リ

テ
、
悲
シ
サ
ノ
余
リ
ニ
、
セ
メ
テ
ハ
世
上
ノ
孝
子
慈
孫
ノ
輩
ノ
、
惑
フ
テ

知
サ
ル
処
ノ
人
、
此
書
ヲ
ヨ
ミ
テ
、
親
ノ
其
体
ヲ
枯
灰
一
一
ヤ
キ
ス
テ
タ
ル

ガ
、
心
ノ
底
一
一
満
足
ナ
ラ
ン
カ
、
己
レ
ガ
分
際
相
応
ニ
カ
ノ
及
フ
ホ
ト
厚

ク
ッ
、
ミ
テ
、
深
ク
蔵
メ
タ
ル
カ
、
心
ノ
底
二
満
足
ナ
ラ
ン
カ
、
ヨ
ク

ノ
、
浮
気
ヲ
シ
ヅ
メ
テ
、
思
案
セ
ラ
レ
パ
、
愛
敬
ノ
本
心
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
感

動
シ
テ
、
火
葬
ノ
不
孝
第
一
ノ
所
為
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
テ
、
執
り
行
う
事
ナ

六
、
真
祐
の
思
想
的
志
向
ｌ
儒
教
の
日
本
化
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カ
ラ
マ
シ
ヵ
ハ
、
幸
ナ
ラ
ン
ト
思
フ
パ
カ
リ
’
一
、
斯
ク
フ
ッ
、
力
’
一
モ
書

記
シ
侍
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
同
上
・
十
六
丁
表

真
祐
は
、
親
を
火
葬
し
た
自
己
の
悲
し
ゑ
の
体
験
に
発
し
て
、
こ
の
悲
し
ゑ

の
根
拠
で
あ
る
愛
敬
の
本
心
に
注
目
し
、
人
々
の
愛
敬
の
本
心
に
訴
え
て
、
火

葬
の
悲
し
ゑ
を
体
験
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
火
葬
の
廃
絶
を
人
々
に
語
り
か

け
た
の
で
あ
る
。
「
非
火
葬
論
」
の
火
葬
・
仏
教
批
判
は
、
真
祐
自
身
の
体
験

を
根
拠
に
人
々
の
心
に
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
文
章
に
「
予
不
幸
ノ
身
ト
生
レ
テ
、
父
母
共
二
火
葬
シ
ヌ

ル
事
、
カ
ノ
及
サ
ル
所
ナ
レ
パ
、
是
非
モ
ナ
シ
」
と
あ
る
。
と
す
る
と
、
父
母

の
火
葬
は
、
自
ら
の
意
志
に
よ
る
決
定
で
は
な
く
、
外
部
の
余
儀
な
い
意
志
に

よ
っ
て
し
た
こ
と
に
な
る
。
彼
は
、
親
を
火
葬
に
し
た
自
分
を
「
天
地
ノ
間
ノ

罪
人
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
「
不
幸
ノ
身
ト
生
レ
テ
」
し
ま
っ
た
こ
と

を
い
う
の
で
あ
り
、
自
分
が
不
孝
な
行
為
を
し
た
こ
と
を
い
う
の
で
は
な
い
。

こ
の
点
は
、
先
に
真
祐
の
自
序
と
益
軒
の
序
で
留
意
し
て
お
い
た
こ
と
で
あ

る
。
真
祐
は
、
親
を
火
葬
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
不
幸
を
悲
し
ん
で
も
、
親

を
火
葬
に
し
た
不
孝
を
自
ら
責
め
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
親
の
火
葬

が
親
の
命
令
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

親
の
命
令
を
奉
じ
て
親
の
遺
体
を
火
葬
す
る
真
祐
は
、
自
ら
の
孝
心
に
つ
い

て
何
の
疑
い
も
持
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
孝
心
を
信
じ
ら
れ
る
が
故

に
、
自
ら
不
孝
と
は
い
わ
な
い
。
し
か
し
、
自
ら
の
愛
敬
の
孝
心
に
背
く
火
葬

を
、
孝
心
の
故
に
実
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
自
分
を
不
幸
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
愛
敬
の
孝
心
に
も
と
づ
い
て
親
の
命
令
を
絶
対
的
に
奉
ず
る
こ

と
が
孝
で
あ
る
と
す
る
と
、
孝
の
立
場
か
ら
火
葬
が
絶
対
的
に
廃
絶
す
べ
き
も

の
で
は
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
生
ず
る
。

実
際
、
こ
の
問
題
に
か
か
わ
る
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
発
言
が
「
非
火
葬

論
」
の
末
尾
に
あ
る
。

又
世
上
一
一
、
学
者
ト
称
セ
ラ
レ
、
儒
者
ト
呼
ル
、
人
二
父
母
存
命
ノ
時

〈
、
似
合
ザ
ル
不
孝
ノ
事
多
シ
テ
、
死
後
一
天
却
テ
己
レ
カ
名
二
恥
ヂ
、

外
聞
ヲ
〈
ぐ
カ
リ
、
結
構
ナ
ル
儒
葬
ニ
ス
ル
人
モ
タ
マ
サ
カ
｜
天
有
卜
見

エ
タ
リ
、
生
前
不
孝
ニ
シ
テ
、
死
後
一
一
モ
亦
焚
ス
ッ
ル
者
ヨ
リ
ハ
、
セ
メ

テ
ハ
マ
シ
ナ
ラ
ン
カ
ナ
レ
ド
モ
、
愚
夫
愚
婦
ダ
ル
者
ノ
、
仏
法
二
迷
ヒ
ナ

ヵ
ラ
モ
、
存
命
ノ
時
〈
、
ヨ
ク
孝
行
ニ
シ
テ
、
死
後
一
天
不
孝
ノ
道
理
ヲ

知
ラ
ズ
シ
テ
焚
ス
ッ
ル
者
一
天
、
却
テ
オ
ト
リ
ヌ
・
へ
シ
、
同
上
・
十
六
丁

裏
真
祐
は
、
生
前
の
親
に
不
孝
で
あ
り
な
が
ら
外
聞
か
ら
儒
葬
を
す
る
儒
者
を

攻
撃
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
儒
者
は
、
生
前
の
親
に
不
孝
で
か
つ
死
後
の
親
を

火
葬
す
る
も
の
よ
り
は
勝
る
に
し
て
も
、
仏
法
に
迷
う
愚
者
が
生
前
の
親
に
孝

で
死
後
の
親
を
無
知
か
ら
火
葬
に
す
る
よ
り
は
劣
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
真
祐
が
、
孝
心
を
欠
い
た
儒
者
の
儒
葬
を
否
定

す
る
と
い
う
仕
方
で
、
儒
葬
へ
の
消
極
的
な
議
論
を
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

真
祐
は
、
火
葬
に
対
置
す
る
葬
法
と
し
て
の
儒
葬
の
積
極
的
提
唱
者
で
は
な
い

と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
真
祐
が
、
火
葬
を
神
道
に
依
拠
し
て
批
判
し
よ
う
と
し
た
こ

と
を
改
め
て
想
起
さ
せ
る
。
真
祐
の
火
葬
・
仏
教
批
判
は
、
儒
教
に
依
拠
し
て

は
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
神
道
に
も
あ
わ
せ
依
拠
す
る
も
の
な
の
で

（
守
ｊ
）

あ
る
。

真
祐
は
、
儒
教
を
根
拠
と
し
て
火
葬
・
仏
教
を
批
判
す
る
が
、
儒
教
を
相
対

化
し
て
、
そ
れ
を
神
道
に
接
合
す
る
。
こ
れ
は
、
真
祐
が
、
火
葬
・
仏
教
批
判

七
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安
井
真
祐
の
「
非
火
葬
論
」
は
、
火
葬
の
批
判
を
目
的
と
す
る
が
、
火
葬
の

成
立
要
因
を
仏
教
に
象
る
こ
と
か
ら
、
仏
教
批
判
を
も
重
要
な
目
的
と
す
る
。

真
祐
の
火
葬
・
仏
教
批
判
の
論
拠
は
、
親
へ
の
愛
敬
の
心
と
こ
の
心
に
も
と

づ
く
人
間
の
社
会
的
秩
序
の
不
滅
性
で
あ
る
。
愛
敬
の
心
と
そ
の
秩
序
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
虚
妄
と
す
る
仏
教
の
誤
り
・
矛
盾
の
指
摘
と
、
そ

れ
に
よ
る
人
々
の
愛
敬
の
心
の
喚
起
が
「
非
火
葬
論
」
の
要
点
を
な
す
。

た
だ
、
真
祐
は
、
習
俗
の
成
立
・
改
変
の
決
定
的
要
因
を
為
政
者
の
施
策
に

認
め
て
い
る
か
ら
、
人
々
の
愛
敬
の
心
の
喚
起
だ
け
で
は
、
火
葬
・
仏
教
の
克

服
に
十
分
で
は
な
い
。
「
非
火
葬
論
」
は
、
火
葬
・
仏
教
の
克
服
の
た
め
に
は

十
全
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
真
祐
は
、
こ
の
親
へ
の
愛
敬
の
心
が
、
善
を
な
し
悪
を
避
け
る

心
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
な
い
。
人
間
の
善
を
な
し
悪
を
避
け
る

心
は
、
他
者
の
視
線
や
為
政
者
の
刑
罰
に
よ
っ
て
他
律
的
に
存
立
す
る
と
ゑ
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
間
の
他
律
性
は
、
真
祐
に
お
け
る
人
間
が
社
会
的
秩
序
形
成
の

主
体
た
り
得
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
習
俗
の
定
立
者
を
為
政
者
に

認
め
る
こ
と
と
相
関
的
で
あ
る
。

の
中
で
、
儒
教
の
日
本
化
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の

真
祐
の
志
向
す
る
儒
教
の
日
本
化
が
、
内
面
の
愛
敬
の
孝
心
を
絶
対
化
す
る
半

面
で
、
外
面
の
儒
葬
・
火
葬
の
礼
を
相
対
化
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
は

注
意
し
て
お
き
た
い
。

七
、
お
わ
り
に

人
間
が
自
律
性
を
持
た
な
い
存
在
で
あ
れ
ば
、
人
々
は
、
社
会
的
秩
序
の
積

極
的
な
担
い
手
と
は
な
り
得
な
い
。
そ
れ
故
、
社
会
的
秩
序
の
確
保
は
為
政
者

の
施
策
に
俟
つ
外
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
真
祐
は
、
愛
敬
の
孝
心
に
も
と
づ
く
社
会
的
秩
序
を
神
道
と
共

通
す
る
も
の
と
み
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
愛
敬
の
孝
心
に
も
と
づ
く

社
会
的
秩
序
を
単
な
る
儒
教
的
概
念
で
は
な
く
、
日
本
的
概
念
に
読
象
替
え
る

こ
と
で
、
仏
教
と
そ
の
習
俗
に
対
抗
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
仏
教
と
の
対
抗
の
中
で
、
儒
教
を
神
道
に
接
合
す
る
と
い
う

仕
方
で
日
本
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
儒
教
の
日
本
化
は
、
半
面
で

は
、
神
道
の
仏
教
的
性
格
の
排
除
に
よ
る
儒
教
化
で
も
あ
る
。
こ
の
儒
教
と
神

道
の
接
合
は
、
新
し
い
思
想
的
複
合
の
形
成
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

真
祐
は
、
し
か
し
、
儒
教
と
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
何
も

語
っ
て
い
な
い
。
彼
は
、
仏
教
と
対
抗
す
る
た
め
の
儒
教
の
日
本
化
が
、
儒
教

と
神
道
と
の
思
想
的
複
合
の
形
を
と
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
含
め
て
、
「
非
火
葬
論
」
は
、
火
葬
・
仏
教
批
判
の
議
論
と
し

て
の
包
括
性
・
体
系
性
を
欠
く
嫌
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
議
論
に
迫
力
を
与
え

て
も
い
る
、
真
祐
の
体
験
に
深
く
規
定
さ
れ
て
い
る
「
非
火
葬
論
」
の
成
立
事

情
か
ら
く
る
制
約
で
あ
る
だ
ろ
う
。

註

（
１
）
安
井
真
祐
に
つ
い
て
の
早
い
言
及
は
、
佐
藤
仁
「
朱
子
語
類
の
歴
史
」

（
「
久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
」
第
八
号
・
一
九
六
七
）
、
隈

本
宏
・
福
田
殖
「
朱
子
語
類
の
各
種
版
本
に
つ
い
て
（
続
）
」
（
「
久
留
米
工

業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
」
第
一
二
号
・
一
九
六
九
）
に
み
ら
れ
る
。
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
独
自
の
調
査
に
よ
っ
て
真
祐
に
つ
い
て
の
研
究
を
飛

躍
的
に
発
展
さ
せ
た
の
は
加
地
伸
行
『
中
国
思
想
か
ら
ゑ
た
日
本
思
想
史

研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
八
五
）
第
二
章
第
五
節
「
真
祐
本
『
孝
経

啓
蒙
』
と
安
井
真
祐
と
」
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
研
究
に
多
く
を
負
う

て
い
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

な
お
、
柴
田
篤
・
辺
土
那
朝
邦
著
『
中
村
楊
斎
・
室
鳩
巣
』
（
明
徳
出
版

社
・
一
九
八
三
）
に
も
真
祐
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

（
２
）
「
非
火
葬
論
」
の
版
本
に
は
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
刊
本
（
「
国
書

総
目
録
』
に
拠
る
、
未
見
）
と
甘
雨
亭
叢
書
所
収
本
が
あ
る
。

管
見
に
入
っ
た
写
本
に
は
二
種
の
系
統
が
あ
る
。
一
つ
は
①
水
府
明
徳

会
彰
考
館
所
蔵
本
（
元
禄
十
六
年
佐
々
宗
淳
筆
写
）
と
そ
の
再
写
本

②
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
本
で
あ
る
。
他
は
③
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文

庫
所
蔵
本
（
安
永
五
年
浦
池
潜
筆
写
）
、
④
国
立
公
文
書
館
・
内
閣
文
庫

所
蔵
本
で
あ
る
。

①
②
は
（
３
）
に
掲
げ
る
詩
を
含
む
が
、
③
④
に
は
そ
れ
が
な
く
、

③
④
は
稲
葉
正
義
著
「
非
火
葬
論
附
録
」
を
合
本
す
る
が
、
①
②
は

そ
れ
を
し
な
い
。
①
だ
け
は
「
帰
正
編
」
を
書
名
と
す
る
。
こ
れ
が
、

（
４
）
に
い
う
「
題
」
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

「
帰
正
漫
録
」
は
数
度
版
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
調
査
中
で
あ

ブ
（
》
◎

引
用
に
あ
た
り
、
原
則
と
し
て
写
本
③
に
拠
り
、
他
の
諸
本
を
参
照
し

た
。
漢
字
は
、
通
行
の
字
体
に
改
め
て
い
る
。

（
３
）
真
祐
が
寺
を
出
た
年
時
が
、
貞
享
二
年
二
月
で
あ
る
こ
と
を
前
書
に
示

す
詩
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
（
２
）
の
写
本
①
②
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
真

祐
の
も
の
と
承
ら
れ
る
次
の
詩
で
あ
る
。

貞
享
丙
寅
元
旦
去
年
二
月
遷
帰
正
蓄

帰
正
蕎
中
始
迎
春

遷
喬
鶯
語
更
宜
人

朝
来
頭
髪
流
多
少

自
喜
免
段
傷
此
身

（
４
）
「
非
火
葬
論
」
の
奥
書
に
「
帰
正
一
編
、
火
葬
の
非
を
弁
じ
、
虚
寂
の

僻
を
閾
く
、
其
の
論
甚
だ
明
ら
か
に
し
て
吾
が
神
道
に
助
有
る
者
と
謂
ふ

可
し
、
因
り
て
其
の
題
を
害
し
て
蓄
主
に
胎
る
、
貞
享
丁
卯
の
春
藤
実

富
」
と
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
志
向
を
読
み
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
藤
実
富
」
は
、
（
２
）
の
①
②
の
写
本
に
「
藤
宰
相
実
富
」
と

あ
る
。
「
公
卿
補
任
」
か
ら
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
参
議
従
三
位

に
任
ぜ
ら
れ
た
山
本
実
富
（
正
保
二
年
・
一
六
四
五
Ｉ
元
禄
十
六
年
・

一
七
○
三
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
山
本
実
富
が
真
祐
に
お
く

っ
た
「
題
」
と
い
う
の
は
、
写
本
①
の
書
名
の
「
帰
正
編
」
で
あ
ろ
う
。

「
非
火
葬
論
」
は
「
帰
正
編
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
貝
原
益
軒

「
朝
野
雑
載
」
巻
十
五
（
『
益
軒
全
集
』
第
八
巻
、
五
四
六
頁
）
。

（
５
）
「
浄
飯
王
般
浬
藥
経
」
に
拠
る
。
『
国
訳
一
切
経
』
経
集
部
二
・
一
三
五

頁
’
一
三
七
頁
。

（
６
）
こ
こ
で
は
説
明
で
き
な
い
が
、
す
べ
て
漢
文
か
ら
な
る
「
帰
正
漫
録
」

が
、
習
俗
の
改
変
を
為
政
者
に
求
め
る
真
祐
の
提
言
の
書
で
あ
る
と
考
え

ヲ
（
》
Ｏ

（
７
）
真
祐
は
、
「
帰
正
漫
録
」
で
欧
陽
修
「
本
論
」
に
、
次
の
よ
う
な
私
見

を
付
し
て
い
る
。
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愚
按
ず
る
に
、
本
邦
仏
氏
の
盛
な
ゑ
其
の
由
り
て
起
こ
る
所
は
亦
欧

公
の
論
ず
る
所
の
如
き
也
、
王
政
の
蕩
乱
、
神
道
の
衰
微
に
当
り
、
聖

徳
太
子
始
め
て
之
を
信
へ
、
次
後
弘
法
伝
教
が
徒
本
地
垂
跡
の
説
を
造

り
、
神
道
を
仮
り
て
以
て
証
す
、
是
の
故
に
上
は
王
公
よ
り
下
は
庶
人

に
至
る
ま
で
、
天
下
廃
然
と
し
て
之
を
信
ず
、
今
に
至
る
ま
で
殆
ど
千

年
骨
を
穿
ち
髄
に
入
る
、
奈
何
と
も
す
可
き
無
し
、
鳴
呼
悲
し
ひ
哉
、

こ
れ
は
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
の
浸
透
の
条
件
を
政
治
的
混
乱
と
神
道
の

衰
微
に
認
め
、
仏
教
の
排
斥
の
た
め
に
、
善
政
の
回
復
と
神
道
の
復
興

を
、
暗
に
為
政
者
に
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
は
次
に
引
く
「
本
論
」
の
文
を
下
敷
き
に
し
て
書
き

換
え
た
も
の
で
あ
る
。

堯
舜
三
代
の
際
、
王
政
は
修
明
に
し
て
、
礼
義
の
教
は
天
下
に
充
つ
、

此
の
時
に
於
て
仏
有
り
と
雄
ど
も
由
り
て
入
る
無
し
、
三
代
哀
へ
王
政

峡
け
礼
義
廃
す
る
に
及
び
、
後
二
百
余
年
に
し
て
仏
中
国
に
至
る
、
是

れ
に
由
り
て
之
を
言
は
ぱ
、
仏
の
吾
が
患
為
る
所
以
の
者
は
、
其
の
峡

廃
の
時
に
乗
じ
て
来
る
な
り
、

真
祐
は
、
仏
教
の
浸
透
の
条
件
に
つ
い
て
、
「
本
論
」
が
あ
げ
る
「
礼
義

の
峡
廃
」
を
「
神
道
の
衰
微
」
と
あ
え
て
読
み
換
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、

中
国
の
礼
義
に
対
応
す
る
、
日
本
独
自
の
秩
序
を
神
道
に
承
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
三
島
海
雲
記
念
財
団
の
平
成
元
年
度
学
術
奨
励
金
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
〔
一
九
九
一
年
八
月
四
日
〕

（
岡
山
大
学
助
教
授
）
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